
生成AIに関する
実態調査2024 春
―ヘルスケア／病院／医薬／医療機器業界における

活用動向―
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ヘルスケア業界の企業は、生成AIには業界構造を根本から変革するほどのインパクトはない
と思っているが、他業界が社内業務の生産性向上やコスト削減に取り組む中、新規ビジネス
創出のために生成AIの取り組みを推進している。他業界と比較し、実現難易度の高いテー
マに取り組んだ結果、停滞傾向となっていると推察する。
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 業界別の推進度では、2023年秋の3位から9位に後退。現状は全業界と同程度
 関心は高いものの、全業界に比べ「とても関心がある」層は少ない

現状の推進度・関心度

期待・脅威認識

活用状況

生成AI活用における課題

 「自社ビジネスの効率化」への期待が高く、競合の活用推進によって「相対的に劣勢
にさらされる脅威」と捉える層が多い

 全業界平均に比べ、生成AIが業界構造を根本から変革するとは思っていない

 生成AI活用の効果として、新規ビジネスの創出を期待している
 ユースケースに関しては、全業界平均と同様の傾向を示している

 生成AI推進において直面している課題は「人材不足」が最も多い
 全業界平均に比べると、生成AI活用の意義やメリットを示せずに社内での賛同が集

めにくいことを課題と感じている傾向がある

生成AIガバナンスの傾向
 全社横断のガバナンス体制を組成しない傾向があり、部門ごとのガバナンス検討や、

ガイドライン整備／展開にとどまっている

1. エグゼクティブサマリー
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社外向けの生成AI活用サービスを提供している

社内業務等で生成AIを活用している

生成AI活用に向けた具体的な案件を推進中

検討中

まだ検討していない

検討したが断念した

わからない

ヘルスケア業界の生成AI活用推進度は全業界平均と同等の推進度となっている。
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全業界 ヘルスケア／病院／医薬／医療機器業界

生成AI活用の推進度

Q あなたが働く会社における、生成AI活用の推進度合いについてお伺いします。社内向けまたは社外向け
の生成AI活用の検討の度合いとして、最も当てはまるものをお答えください。

全業界 n=912
ヘルスケア／病院／医薬／医療機器業界 n=40

2. 実態調査集計
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ヘルスケア業界における生成AI活用の推進度は、前回調査（2023年秋）では3位だったが、
今回の調査では9位に後退しており、やや停滞傾向にあることがうかがえる。
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不動産

自動車

重工業／産業機械／家電

化学

建設／エンジニアリング

銀行／証券／保険／その他金融サービス

通信

サービス／接客業

テクノロジー

公益事業／エネルギー

消費財／飲料／食品

小売

運輸／物流

商社

ヘルスケア／病院／医薬／医療機器

業界層業界ごとの推進度（2023年 秋／2024年 春）

※ 選択肢の「社外向けの生成AI活用サービスを提供している」「社外向けには提供していないが、社内業務等で生成AIを活用している」「生成AI活用に向けた具体的な案件を推進中」を合算した集計結果を元に順位付け
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Q あなたが働く会社における、社内向けまたは社外向けの生成AI活用検討の推進度
合いとして、最も当てはまるものをお答えください。

前回： n=530
今回： n=614

2023年 秋：推進度※ 2024年 春：推進度※

化学

公益事業／エネルギー

建設／エンジニアリング

消費財／飲料／食品

自動車

重工業／産業機械／家電

テクノロジー

銀行／証券／保険／その他金融サービス

通信

不動産

運輸／物流

商社

ヘルスケア／病院／医薬／医療機器

小売

サービス／接客業

順位

パイオニア
• 前回調査から継続して推進度が高く、生成AI活用をリード
している感度の高い業界

• 社内向けだけなく社外向けのサービス提供も活発に行わ
れており、今後も日本の生成AI市場をリードしていくと想定

期待向上

• 前回調査では推進度が低かったものの、今回調査では上
位の推進度となっており、他と比べて生成AI活用が加速し
ている業界

• 適切なユースケースが市場展開され、早期に業務適用さ
せるべく直近で生成AI推進にリソースを投下したと推察

様子見
• 前回調査から継続して推進度が相対的に低く、生成AI活
用に対して様子見状態と考えられる業界

• 活用にあたっての何らかのリスクや適したユースケースが
想定できずに具体的な活動につながっていないと推察

停滞傾向

• 前回調査では推進度が高かったものの、今回調査ではそ
の他の業界に推進度が追い抜かれている業界

• 顧客向けサービスを中心に生成AI活用余地を検討してい
たが、業務特性上100%の精度を求められる傾向にあり、
生成AIに適した利用法を再度模索していると推察

2. 実態調査集計
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とても関心がある

関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

生成AI活用への関心度は、自社・他社ともに「関心がある」層が70％超を占める一方、
「とても関心がある」層は20％以下と少なく、過度な関心は持っていない。
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35%

59%
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全業界
ヘルスケア／病院／医薬／

医療機器業界

生成AI活用への関心度（他社での活用）生成AI活用への関心度（自社での活用）

とても関心がある

関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

20%

70%

10%

0%

32%

59%

9%

0%

全業界
ヘルスケア／病院／医薬／

医療機器業界

Q あなたは、生成AIの活用についてどの程度関心がありますか。自社での活用、他社での活用（他社事例）
のそれぞれについて、最も当てはまるものをお答えください。

全業界 n=912
ヘルスケア／病院／医薬／医療機器業界 n=40

全業界より

+16pt
全業界より

+11pt

2. 実態調査集計
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生成AIを「業界構造を変革するチャンス」と捉える層が9％（全業界平均から-16pt）、
「ビジネスの存在意義への脅威」と捉える層が10％（全業界平均から-16pt）となり、
一定の期待はされているものの、生成AIがドラスティックな変革をもたらすと想定している
層は少ない。
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業界構造を根本から変革す
るチャンス

他社（者）より相対的に優位
に立つチャンス

自社ビジネスの効率化・
高度化に資するチャンス

自身や周囲の困りごとを
解決するチャンス

その他
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31%

54%

6%

0%

25%

24%

49%

3%

0%

全業界
ヘルスケア／病院／医薬／

医療機器業界

生成AIへの脅威認識※生成AIへの期待認識※

ビジネスの存在意義が失わ
れる脅威

他社（者）より相対的に劣勢
に晒される脅威

コンプライアンス・企業文化・
風習などにおける脅威

自身や周囲の業務が必要な
くなる脅威

分からない
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26%

43%

21%
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全業界
ヘルスケア／病院／医薬／

医療機器業界

※ 生成AIを「とてもチャンスだと思う」、「チャンスだと思う」と回答した層を集計

全業界 n=787
ヘルスケア／病院／＿＿＿＿
医薬／医療機器業界 n=35

Q 生成AIを具体的にどのようなチャンスだと思うか、
最も当てはまるものをお答えください。

※ 生成AIを「とても脅威だと思う」、「脅威だと思う」と回答した層を集計

全業界 n=420
ヘルスケア／病院／＿＿＿＿
医薬／医療機器業界 n=20

Q 生成AIを具体的にどのような脅威だと思うか、
最も当てはまるものをお答えください。

全業界より

-16pt
全業界より

-16pt

2. 実態調査集計
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必要なスキルを持った人材がいない

ノウハウがなく進め方が分からない

活用のアイデアやユースケースがない

取り組みを推進する組織や体制がない

技術活用のリスクが大きい

周囲から理解が得ることが難しい

国の指針作りが不十分で活用方針を決めきれない

意義やメリット、費用対効果を感じない

何ができるのかを知らない

あてはまるものはない/その他

生成AIの活用において直面している課題は「人材不足」が最も多いが、
全業界平均に比べ「周囲からの理解」や「意義やメリット、費用対効果を感じない」ことを
課題と挙げる層が多い。
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全業界 ヘルスケア／病院／医薬／医療機器業界

生成AI活用における課題※

Q 生成AI活用において直面した（あるいは現在している）課題について、最も当てはまるものの上位3つをお答えください。
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全業界 n=832

ヘルスケア／病院／医薬／医療機器業界 n=37
※生成AIを「既に活用している」「具体的な案件を推進中」「検討中」と回答した層を集計

2. 実態調査集計
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49%

51%

59%

46%

59%

51%

16%

16%

11%

5%

30%

22%

生成AIのユースケースに関しては業界平均と同様の傾向にあり、業界特性上、
プログラムコード生成への活用は促進されていない。
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報告書やメールなどの文章執筆

文章の添削や校正

報告書や議事録などの要約

ブレインストーミングや企画・戦略等のアイディア出し

データ収集や調査・リサーチ

社内外資料の生成

イメージに沿ったイラストのデザインや画像の生成

音楽や音声の生成

イメージに沿った動画の生成

プログラムコードの生成

カスタマーサービスの自動化、省力化

生成AIを組み込んだ新たなサービスの提供

53%

48%

55%

41%

51%

39%

23%

12%

14%

22%

27%

21%

全業界 ヘルスケア／病院／医薬／医療機器業界

生成AIのユースケース※

Q 現在検討されている（あるいは既に実現できている）生成AIのユースケースとして、当てはまるものをお答えください。
全業界 n=832

ヘルスケア／病院／医薬／医療機器業界 n=37

全業界より

-17pt

※生成AIを「既に活用している」「具体的な案件を推進中」「検討中」と回答した層を集計

2. 実態調査集計
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リスク対策は事業部単位で実施しており、全社レベルでは
ポリシーやガイドラインの整備／展開にとどまっている傾向が伺える。
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事業部門(1線)・管理部門(2線)で構成された中央組織を整備

事業部門(1線)のみで構成された中央組織を整備

リスク対策を事業部単位で整備

リスク対策をプロジェクト単位で整備

ポリシーやガイドライン等を整備し、展開している

現状は特に何も行っていないが今後、態勢整備を予定

態勢整備を予定していない
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14%
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13%

11%

8%

全業界 ヘルスケア／病院／医薬／医療機器業界

生成AIを含むAIガバナンス整備状況

Q 現状の生成AIを含むAIガバナンス態勢の整備状況についてお聞かせください。
全業界 n=912

ヘルスケア／病院／医薬／医療機器業界 n=40

全業界より

+9pt

全業界より

+15pt

2. 実態調査集計
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業界平均と比べると「生産性向上」「コスト削減」よりも「新規ビジネスモデル創出」を
目指す層が多く、また導入部署に関しても全業界と比べて「経営企画」における活用割合が
高くなっている。
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生産性の向上

コスト削減

クリエイティブのサポート

新しいビジネスモデルの創出

収益の拡大

社員エンゲージメントの向上

カスタマーサービスの向上

自社ブランディングへの寄与

特に効果を感じていない

その他
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全業界
ヘルスケア／病院／医薬／

医療機器業界

生成AIの導入部署※生成AI活用の効果※

特定の部署に限定せず

経営企画など戦略・企画系

情報システム

営業・マーケティング

経理・財務

人事

研究開発

法務

顧客問い合わせ窓口

製造

わからない

その他

51%

41%

19%

24%

24%

24%

11%

14%
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19%
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50%

27%
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24%

18%

17%

15%

12%

11%

11%

1%

0%

全業界
ヘルスケア／病院／医薬／

医療機器業界

※ 生成AIを「既に活用している」「具体的な案件を推進中」と回答した層を集計

全業界 n=614
ヘルスケア／病院／＿＿＿＿
医薬／医療機器業界 n=26

Q 生成AIの活用で現時点でどういった効果が出ているか、
もしくはどういった効果が見込まれますか。

※ 生成AIを「既に活用している」「具体的な案件を推進中」「検討中」と回答した層を集計

全業界 n=832
ヘルスケア／病院／＿＿＿＿
医薬／医療機器業界 n=37

Q 生成AIサービス、モデルを活用している（活用する予定の）部署について、
当てはまるものを全てお答えください。

全業界より

+15pt

全業界より

+14pt

全業界より

-14pt

2. 実態調査集計
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ヘルスケア業界の企業は、生成AIには業界構造を根本から変革するほどのインパクトはない
と思っているが、他業界が社内業務の生産性向上やコスト削減に取り組む中、新規ビジネス
創出のために生成AIの取り組みを推進している。他業界と比較し、実現難易度の高いテー
マに取り組んだ結果、停滞傾向となっていると推察する。
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1. エグゼクティブサマリー(再掲)

 業界別の推進度では、2023年秋の3位から9位に後退。現状は全業界と同程度
 関心は高いものの、全業界に比べ「とても関心がある」層は少ない

現状の推進度・関心度

期待・脅威認識

活用状況

生成AI活用における課題

 「自社ビジネスの効率化」への期待が高く、競合の活用推進によって「相対的に劣勢
にさらされる脅威」と捉える層が多い

 全業界平均に比べ、生成AIが業界構造を根本から変革するとは思っていない

 生成AI活用の効果として、新規ビジネスの創出を期待している
 ユースケースに関しては、全業界平均と同様の傾向を示している

 生成AI推進において直面している課題は「人材不足」が最も多い
 全業界平均に比べると、生成AI活用の意義やメリットを示せずに社内での賛同が集

めにくいことを課題と感じている傾向がある

生成AIガバナンスの傾向
 全社横断のガバナンス体制を組成しない傾向があり、部門ごとのガバナンス検討や、

ガイドライン整備／展開にとどまっている
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